平成２８年第７回定例会会議録要旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆開催日時　　平成２８年７月２９日（金）　　午後３時００分開会　
◆開催場所　　国富町農村環境改善センター　　Ｃ会議室
◆出席委員　　木下正明　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一
◆欠席委員　　な　　し
◆出席職員（事務局）　　井戸川行利　　瀬尾孝徳　　渡辺勝広　　馬乗園寛子　　
◆議　　案　　な　　し
◆教育長報告要旨（７月１日～７月３１日行事実績）
○７月７日（木）学校支援訪問（本庄中学校）
小田委員と一緒に訪問した。校長の姿勢が職員に伝わっていて、みんなの先生の意見
が活発に出る協議会だった。
○７月１１日（月）いじめ防止対策委員会合同会
綾町との合同会。本来は各町別々の委員会だが、５人の委員が全員同じであり２年の
任期が今年新しく始まるということで委嘱状交付式を行う関係で、合同で国富町の図書
館で開催した。５人の専門委員である臨床心理士や弁護士、大学教授等の方々にお集ま
りいただいて、いじめ問題の対応のあり方について協議した。
○７月１２日（火）青少年育成懇談会
町内のいろんな関係の方々が出席される大きな大会で、民生児童委員協議会と青少年
育成町民会議が主催というかたちになる。小学校、中学校、高校も含めた色々な学校の
取組みや警察の話、保護司など様々な発表があった。
○７月１２日（火）１３日（水）市町村教育委員会連合会理事会・総会
１２日の理事会には、委員長にも理事として出席。１３日の総会では、学力向上につ
いて県の教育委員会から講話があった。
○７月１７日（日）第２９回国富町ふれあい短歌大会
　今年は、一般の部への応募が町内外から４３１首あった。うち町内の教職員が１２１
首ということで、ほとんどの先生に参加していただいた。小中高生の部については
２，６９６首の応募があり、町内の７校からは１，０３５首で、町内のほとんどの児童
生徒が参加し、先生方を含めて町の行事に積極的に協力したかたちになる。
○７月２０日（水）町内小・中学校終業式
　７月２１日から４２日間の夏季休業。
○７月２２日（金）第６回東諸県郡水泳教室

　綾町と合同実施するようになってから第６回ということになる。本庄小学校のプール
で小学５・６年生が参加して、お互いに競い合うことで自分の記録を伸ばしていた。
　
◆その他
◇各課長が８月行事について説明する。
◇環境体験勉強会について
８月４日に矢野産業が実施する小学生向けの勉強会。地元企業が地域貢献を兼ねて実施するもので、メガソーラーの見学や、ソーラー工作を通じて環境について勉強する。学校を通じて参加を募ったところ、８名の参加申し込みがあった。ソーラーフロンティア株式会社も同様の事業を実施予定である。
◇小学校運動会、中学校体育大会について

　教育委員には、毎年小学校運動会及び中学校体育大会へ参加していただいているが、
本年度の参加学校の確認をしたい。割り振りについては２７年度と変更はしていない。
【資料のとおりに決定】
◇学校図書室の状況や司書補について
司書補が設置されているのは本庄小・木脇小・本庄中の３校で、費用は町の司書補設置補助金と各学校のＰＴＡ会計から執行している。司書補のいる学校では貸し出し状況がよく整備されているが、司書補がいない学校では、先生方が図書室運営にまでなかなか手が届かないということだった。毎日でなくてもよいので、司書補がいると助かる、との意見があった。
　蔵書数について、２７年度末ではほとんどの学校が基準冊数を上回っている。木脇中
のみ数年前に古いものを大量に廃棄した関係で、基準に若干届いていないが、順調に整
備は進んでいる。学校の蔵書数としてはこのように充実しているが、その分類・整理と
なると、司書補のいない学校ではなかなか難しい状況があるようだ。
◇今年５月の読書量についての調査結果について
読書はその量だけを評価するものではないが、他校と比べてこれだけ少ない状況を見ると、司書補が活用されていないのでは、と思う。
【今後、改善が図られるよう取組む】
◇図書管理システムについて
本庄小の図書室はデータ管理ができているが、そうでない学校もある。図書管理シス
テムを導入すると、読みたい本の検索などが簡単にできるので、検討していただきたい。
◇夏休み補習教室について
資料に基づき概要・応募状況・指導者について説明する。反響があり、本庄・木脇以
外の他の地区でも実施して欲しいという要望もあった。しかし初めてのことなので、とりあえず改善センターと向陽地区でやってみたい、と。今後予算化したりして子どもたちの学力向上につながっていけばと考えている。　　　　　　（閉会午後３時５０分）
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